1. 横浜市神奈川区の「片倉うさぎ山公園」「あそび場管理運営委員会」

2. 「羽根木プレーパーク」

3. 「冒険遊び場情報室」（（電）０３・５４３０・１０６０）

4. 遊び場「国分寺市プレイステーション」（国分寺市西元町）

プレイリーダー

たき火、地面穴堀りＯＫ　「冒険遊び場」、県内で人気上昇＝神奈川 

掲載日：2002/09/22 媒体：東京読売新聞　朝刊 ページ：27 文字数：2108 

[他の書誌情報...] 

　◆「やっちゃだめ」少なく、自分の責任で

　たき火をしても、大きな穴を掘ってもしかられない、子供にとっては夢のような公園が徐々に増えている。「冒険遊び場」と呼ばれ、現在、県内に九か所。禁止事項はほとんどなく、「自分の責任で自由に遊ぶ」のがルール。“冒険”することで、危険を回避する判断力も身につくという。おもしろそうだ。週末、横浜市内の冒険遊び場をのぞいてみた。（木田滋夫）

　◆雑木林に手製やぐら

　横浜市神奈川区の「片倉うさぎ山公園」（約三・二ヘクタール）。その中央部にある約二千五百平方メートルの雑木林の一帯が「遊びの林」と呼ばれる冒険遊び場のエリアだ。

　雑木林に近づくと子供たちの歓声が聞こえてきた。長い竹の棒を縦横に組み、木々にロープで固定した手製のやぐらがあった。五、六人の小学生が、裸足で竹やロープをよじ登っている。スカートの女の子も一緒。

　よく見ると、ロープが数本あるだけで、はしごやさくはない。高さ二・五メートルの所に、竹を横に組んだ足場があり、そこで跳びはねたりしている。

　小学三年の岡本仁美ちゃん（９）は「みんな秘密基地って呼んでいる。原始人になったみたいでおもしろい」と大はしゃぎ。落ちれば大けがをしかねないが、母親らは遠巻きに眺めている。それが、ここのルールだという。

　たき火にまきをくべる子、地面に大きな穴を掘る子、セミの死がいをじっと観察する子…。それぞれが思い思いの時を過ごしている。

　近くの「物置」にはカナヅチやノコギリ、ハンモックなどが収納され、自由に持ち出せる。ドングリにキリで穴をあけ、草に通して数珠を作っていたのは三年生の石津美穂ちゃん（８）。「工具を使って遊べるのがいい」と満足そう。手つきが危なっかしいが、取り上げてはいけない。これも大切なルールだ。

　　　　　□

　この公園は昨年三月に開園した。整備したのは横浜市だが、「遊びの林」の管理・運営は地元住民で組織する「あそび場管理運営委員会」に任されている。「冒険遊び場」として利用できるのは、プレイリーダーと呼ぶ指導者がいる毎週水、土曜日と隔週日、月曜日に限られる。ほかの日はたき火も穴掘りも禁止。

　◆危険予知力身につく　

　同委員会の養成講座を受け、脱サラしてプレイリーダーになった小野昭典さん（２８）は「ロープが緩み遊具が壊れるなど、子供が予想できない危険を取り除くのが私の役割。指導めいたことは一切しない」と言う。

　それでも、これまで大けがをした子供は一人もいない。小野さんは「注意されない分、子供なりに慎重に遊び、危険を察知できるようになったのでは」とみている。

　　　　　□　

　部屋でゲームに熱中し、塾通いに追われる都会の現代っ子。制約のない自由な公園はさぞ魅力だろう。手足を汚し裸足で駆け回る子供たちを見て、ここが特別なのではなく、本来あるべき公園の姿のような気がした。

　◆課題は責任所在

　一方で、課題がないわけではない。例えば、このやぐらは住民らの手作りだが、壊れてけが人が出た場合の責任の所在は今ひとつ明確になっていない。横浜市北部公園緑地事務所は「市が住民に運営を任せている以上、行政にも責任がないわけではない」と話す。今後は官民一体の取り組みが必要になってくる。

　◆行政は財政支援を

　片倉うさぎ山公園あそび場管理運営委員会・副会長の瀬嵐理恵さん（４３）に経緯や課題を聞いた。

　――「遊びの林」ができた経緯は。

　「育児の経験から、一般の公園は制限が多過ぎて子供が遊ぶ場所ではないと感じた。近所に新しい公園ができると知り、母親グループで行政に働きかけた」

　――子供たちは変わったか。

　「初めは、遊具のない雑木林で遊び方がわからず戸惑う子も多かった。一年以上たって、ようやく活発に遊べるようになってきた」

　――一般の公園で自由に遊ぶのは難しいか。

　「例えば、台風で木が倒れたら、一般の公園ではすぐに撤去されてしまう。ここでは倒木で遊んだり、ベンチを作ったりできる。子供はもっと自由に自然と触れ合うべき」

　――運営上の課題は。

　「プレイリーダー（一人）に支払う報酬だ。現在は社会福祉・医療事業団の補助金に頼っているが、これは一年間だけ。来年以降は別の方策が必要。行政の支援があれば、安心して運営できるようになる」

　◆県内９か所

　１９４３年、デンマークで誕生した「廃材遊び場」がルーツ。造園家がつくった公園よりも、廃材置き場の方が子供たちが生き生きと遊んでいることを知り、その造園家が廃材で遊べる公園をつくったのが発端と言われる。

　その後、同様な遊び場は、イギリスなど欧州各国で普及し、日本では７９年、東京・世田谷区の羽根木公園に、初めて常設の冒険遊び場「羽根木プレーパーク」が開園した。

　同区に事務局を置く「冒険遊び場情報室」（（電）０３・５４３０・１０６０）によると、県内では、横浜市５、鎌倉市２、川崎市１、山北町１の計９か所で運営されている。全国では約１３０か所にあり、「数は増え続けている」という。

　

　写真＝住民らで作った竹のやぐら。子供たちは「秘密基地」と呼ぶ

　写真＝工具で作ったドングリの数珠を見せる女の子たち  

「国分寺冒険遊びの会」、ＮＰＯとして法人認証　「遊び場存続に弾み」＝多摩 

掲載日：2000/02/09 媒体：東京読売新聞　朝刊 ページ：34 文字数：940 

[他の書誌情報...] 

　木登り、穴掘り、工作、野外炊飯など、子供たちが自由に何でもできる遊び場「国分寺市プレイステーション」（国分寺市西元町）を運営している市民グループ「国分寺冒険遊びの会」（角麻里子代表理事）が、先月十七日、都知事からＮＰＯ（非営利組織）として法人認証された。角代表理事は「法人として行政や民間から援助が受けやすくなると期待している」と話し、認証を遊び場存続への弾みにしたいとしている。

　◆主婦らが子供のために

　同グループは、財政難により昨年三月、運営から手を引いた財団法人に代わり、この遊び場を存続させようと地域の主婦らが設立し、市の委託を受け、交代で子供たちの遊びの手助けをするなどの活動を続けている。同市でのＮＰＯ認証は四団体目となる。

　この「プレイステーション」は、京都市や福岡市で会員制の子供の遊びの教室を運営している財団法人「プレイスクール協会」（事務局・大阪府堺市）が、国分寺市内の土地所有者が無償で市に貸与していた土地（約二千平方メートル）で、日中ならだれもが無料で遊べる場として、十八年前から運営を始めた。

　自然の起伏を利用した野趣あふれるスペースに、手作りの遊具や工作用の工具をそろえた工房などがあり、「冒険ができる遊び場」として、同市内外の子供たちやその親たちに親しまれてきた。遊びを手助けする専属のプレイリーダーが常駐し、市内の公園に「遊具の出前」なども行っていたため、多くの人になじみがあり、ボランティアで運営を手伝う母親たちもいた。

　冒険遊びの会は、これらの母親たちが中心になり結成された。現在、正会員約四十人、準会員約百二十人がいて、財団法人を辞めたプレイリーダーとともに交代で事務所に詰め、子供たちの遊びを手助けしている。

　運営は、今年度百二十万円が計上された市の助成にも支えられ、午前中は近くの幼児と母親、午後は小学生などでにぎわい、隣接する事務所も出入りするボランティアの母親で活気づいている。

　角代表理事は「現在、運営は、プレイリーダーの人件費が何とか出るぐらいのぎりぎりの状態。任意団体では、外部からの援助を求めるにも限りがあった」と、法人化した今後に期待している。

　

　写真＝ボランティアの母親たちに支えられてにぎわう国分寺市プレイステーション  

富士でプレイリーダー研修会　全国から遊びの“仕掛け人”集合＝静岡 

掲載日：2002/01/17 媒体：東京読売新聞　朝刊 ページ：31 文字数：839 

[他の書誌情報...] 

　◆来月６日から　子どもが遊べる環境作り考える

　県総合管理公社が管理、運営する「富士山こどもの国」（富士市桑崎）で来月六日から十一日までの六日間、国内ではまだ未成熟な存在の「プレイリーダー」の定着をめざした研修会「第一回全国プレイリーダー遊学祭（あそまなまつり）」（同公社主催）が開かれる。全国のプレイリーダーが集まる初めての研修会で、子どもの遊ぶ環境作りについて、意見や情報の交換などが行われる予定。

　プレイリーダーとは、子どもの遊ぶ意欲を尊重し、禁止事項のない自由な遊び場を管理、運営する大人。ヨーロッパで生まれ、イギリスやドイツでは公的資格にもなっている。しかし、日本では、職業としてのプレイリーダーは約二十人と少なく、多くはボランティア。社会的な認知もまだ不十分な状況となっている。

　その中で、子どもたちが自由に遊ぶことを理念として掲げる富士山こどもの国ではプレイリーダーを常駐させている。六人のプレイリーダーが、遊具や泥の山などを作り、遊びの“仕掛け人”として活躍している。

　今回の研修会は、九八年と昨年開かれた「冒険遊び場全国研究集会」という会合に参加した富士山こどもの国のプレイリーダーたちが、「プレイリーダー」だけに焦点を当てた研修会を開こうと、二年前から準備を始めた。

　今回の研修では、プレイリーダーの役割を広く訴えるとともに、自らを再認識するための「プレイリーダー宣言」の作成が行われる予定。ＩＰＡ（子どもの遊ぶ権利のための国際協会）評議委員の島村仁志さんによる基調講演のほか、パネルディスカッションや、実際に遊び場をつくる実践的な内容も盛り込まれている。

　当初から研修会の企画にかかわっている、富士山こどもの国のプレイリーダー・須永力さん（３７）は「常勤のプレイリーダーがいる遊び場はまだ少ないが、その役割を考え直し、子どもたちが疲れるまで遊べる環境作りに何が必要なのかを考える場にしたい」と意気込んでいる。

　　

　写真＝竹を使って子どもの遊具を作る須永さん  

［学び支援隊］新潟市・びっくり共和国　地域に目を向ける契機に＝新潟 

掲載日：2002/09/25 媒体：東京読売新聞　朝刊 ページ：31 文字数：684 

[他の書誌情報...] 

　新潟市内を流れる通船川で今月十四日に開かれた川下りに参加したのは、市内各地から足を運んだ親子連れ四十二人。新潟市の山ノ下閘門（こうもん）からボートに乗り込み、阿賀野川との結節点・津島屋閘門まで下った。

　往復約一時間半の船旅の間には、同乗した市民団体「通船川・栗ノ木川ルネッサンス」のメンバーから、通船川の歴史や、川周辺の動植物について説明を受けた。貯木場にアオサギやシロサギがいるのを見て、子どもたちからは何度も歓声が上がった。

　主催する同市東地区公民館が、八年ほど前から取り組んできた。毎月第二土曜日の午前中、同市内の小中学生を対象に、年間を通して活動は続く。

　メーン・メニューは、野外でのレクリエーション活動や体験学習。「地域のことをもっと知ろう」をテーマに掲げ、通船川船下りのほか、今年もこれまでに、同市沼垂地区の街探検や、みなとトンネルの見学などに取り組んできた。市から非常勤職員の委嘱を受けた地域の人たちや大学生が、「プレイリーダー」となって指導にあたるほか、活動ごとに市民団体などの支援も受けてきた。

　学校完全週五日制が始まった今年は、定員三十人のところに七十五人もの応募があった。現状では定員増は難しいため、今後は、夏休みなどの長期休業期間中に特別講習を開いてニーズに応える考えだ。

　「活動を、子供が地域に目を向けるきっかけにしたい」としたうえで、同公民館の吉田明美主任は「公民館利用グループも講師に招いて、今後はさらに地域を巻き込んだ活動を展開していきたい」と話している。

　

　写真＝通船川船下りを楽しむ親子連れ（「通船川・栗ノ木川ルネッサンス」提供）  

近県ＮＥＷＳ］１月１８日＝長野 

掲載日：2002/01/18 媒体：東京読売新聞　朝刊 ページ：31 文字数：298 

[他の書誌情報...] 

　★宇宙ツツジプレゼント（群馬）　館林市は同市のメールマガジンの購読者を対象に、「宇宙ツツジ」などが当たるプレゼントを実施する。「宇宙ツツジ」は宇宙飛行士、向井千秋さんが宇宙に運んだ種を発芽させた。館林市ＨＰのアドレスはhttp://www.city.tatebayashi.gunma.jp/

　★プレイリーダーの研修会（静岡）　「富士山こどもの国」（富士市桑崎）で来月６日から１１日まで、国内ではまだ未成熟な存在の「プレイリーダー」の定着を目指す研修会「第１回全国プレイリーダー遊学祭（あそまなまつり）」が開かれる。基調講演のほか、子どもの遊ぶ環境作りについて、意見や情報の交換などが行われる。  

言いたい聞きたい　福井県子どもＮＰＯセンター理事長　岸田美枝子さん 

掲載日：2001/05/21 媒体：毎日新聞　地方版 ページ：25 文字数：904 

[他の書誌情報...] 

◇意思疎通苦手な現代っ子　

　～～なぜＮＰＯ（非営利組織）になったのですか。

　◆会員が会費を出し合うサークル的な活動として「子ども劇場」をやってきましたが、このままでは外に広がらないのではと思い、ＮＰＯという形で社会へ打って出ることにしました。「共益」から「公益」への転換です。県内初のＮＰＯとして注目され、活動を多くの人に知ってもらえました。

　～～電話で子どもたちの声に耳を傾けるチャイルドラインにも力を入れていますね。

　◆子ども劇場の事業だけでなく、子ども全般にかかわる問題に取り組んでいます。チャイルドラインは専門家の協力を得て昨年開設しました。電話の受け手は説教や指示をせず、“伴走者”として子どもたちに寄り添うことを徹底しました。反響は大きく、１週間で７６６件もありました。

　～～チャイルドラインで気付いたことは。

　◆子どもたちは、コミュニケーションが下手になっていると思います。私たちが何でもないと思うようなことを友達にうまく伝えられず悩んでいます。他人を傷つけたくないし、自分も傷つきたくないのでしょう。こうした現状から、子どもがうまく表現活動をできるようサポートする人たち（プレイリーダー）の養成講座も開きました。

　～～今年のチャイルドラインの反響は。

　◆１０日間で電話は９８６件に達しました。多かったのが、男子高校生からの性についての悩み。情報があふれているのにタブー化し、友達にも話さず孤立化して、不安を抱えています。やはりコミュニケーションに原因があると思います。

　～～今後取り組みたい事業は。

　◆子どもたちが他人と対面して、うまくコミュニケーションができるよう手助けをしたいですね。若い母親の子育て支援に中高生の力を借りることができないかと考えていますし、中高生が自由に出入りして情報交換ができるような喫茶店も夢なんです。　【横田信行】　

◇　きしだ・みえこ　石川県生まれ。５３歳。８２年に福井市へ。９０年に福井県内の子ども劇場をまとめる県子ども劇場協議会を設立し、運営委員長に。９９年から県子どもＮＰＯセンター理事長。市文化会館の事業を企画する福井芸術・文化フォーラム事業部長も務める。  

